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独立行政法人農林漁業信用基金 漁業災害補償関係勘定

貸借対照表

平成23年3月31日現在 （単位：円）

（資産の部）
Ⅰ 流動資産

現金及び預金 29,918,808
有価証券 1,730,000,000
前払費用 453,452
未収収益 21,123,732
短期貸付金 4,105,842,000
その他の流動資産 54,501

5,887,392,493
Ⅱ 固定資産

１ 有形固定資産
建物 1,012,555

減価償却累計額 △ 370,901 641,654
車両運搬具 146,608

減価償却累計額 △ 23,871 122,737
工具器具備品 2,849,901

減価償却累計額 △ 1,418,818 1,431,083
有形固定資産合計 2,195,474

２ 無形固定資産
ソフトウェア 265,930
電話加入権 39,000
無形固定資産合計 304,930

３ 投資その他の資産
長期貸付金 200,000,000
敷金・保証金 817,320
投資その他の資産合計 200,817,320
固定資産合計 203,317,724

6,090,710,217

（負債の部）
Ⅰ 流動負債

未払費用 745,416
リース債務（短期） 21,311
引当金

賞与引当金 2,804,645
流動負債合計 3,571,372

Ⅱ 固定負債
引当金

退職給付引当金 74,235,011
固定負債合計 74,235,011

77,806,383

（純資産の部）
Ⅰ 資本金

政府出資金 2,860,000,000
地方公共団体出資金 1,437,700,000
民間出資金 1,523,200,000

資本金合計 5,820,900,000
Ⅱ 利益剰余金

前中期目標期間繰越積立金 145,889,770
積立金 43,190,225
当期未処分利益 2,923,839
（うち当期総利益） (2,923,839)

利益剰余金合計 192,003,834

6,012,903,834

6,090,710,217

金 額

純資産合計

負債純資産合計

科 目

資産合計

負債合計

流動資産合計



独立行政法人農林漁業信用基金 漁業災害補償関係勘定

損益計算書

自 平成22年4月1日 至 平成23年3月31日 （単位：円）

経常費用

一般管理費

役員報酬 5,889,371

職員給与 27,000,124

法定福利費 4,245,111

業務管理費 378,211

事務諸費 8,195,781

賞与引当金繰入 2,804,645

退職給付引当金繰入 4,296,444

減価償却費 634,253

一般管理費合計 53,443,940

財務費用

支払利息 781

経常費用合計 53,444,721

経常収益

事業収入

貸付事業収入

貸付金利息 52,936,859

財務収益

受取利息 43,766

有価証券利息 3,387,935

財務収益合計 3,431,701

経常収益合計 56,368,560

経常利益 2,923,839

当期純利益 2,923,839

当期総利益 2,923,839

科 目 金 額



独立行政法人農林漁業信用基金 漁業災害補償関係勘定

キャッシュ・フロー計算書

自 平成22年4月1日 至 平成23年3月31日 （単位：円）

Ⅰ

49,671,093

4,539,631,000

55,994

△ 5,087,191,000

人件費支出 △ 35,886,973

△ 14,394,820

△ 548,114,706

2,919,512

△ 781

△ 545,195,975

Ⅱ

有価証券の取得による支出 △ 10,720,000,000

有価証券の償還による収入 11,260,000,000

540,000,000

Ⅲ

△ 27,875

△ 27,875

Ⅳ △ 5,223,850

Ⅴ 35,142,658

Ⅵ 29,918,808

リース債務の返済による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー

資金減少額

資金期首残高

資金期末残高

業務活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

その他の業務支出

小計

利息の受取額

科 目

利息の支払額

金 額

業務活動によるキャッシュ・フロー

貸付金利息収入

貸付金の回収による収入

その他の業務収入

貸付による支出



独立行政法人農林漁業信用基金 漁業災害補償関係勘定

利益の処分に関する書類

（単位：円）

Ⅰ 当期未処分利益 2,923,839

当期総利益 2,923,839

Ⅱ 利益処分額 2,923,839

積立金 2,923,839

科 目 金 額



独立行政法人農林漁業信用基金 漁業災害補償関係勘定

行政サービス実施コスト計算書

自 平成22年4月1日 至 平成23年3月31日 （単位：円）

Ⅰ 業務費用

(1) 損益計算書上の費用

一般管理費

役員報酬 5,889,371

職員給与 27,000,124

法定福利費 4,245,111

業務管理費 378,211

事務諸費 8,195,781

賞与引当金繰入 2,804,645

退職給付引当金繰入 4,296,444

減価償却費 634,253 53,443,940

財務費用

支払利息 781

(2) （控除）自己収入等

事業収入

貸付事業収入

貸付金利息 △ 52,936,859

財務収益

受取利息 △ 43,766

有価証券利息 △ 3,387,935 △ 3,431,701

業務費用合計 △ 2,923,839

Ⅱ 引当外退職給付増加見積額 892,384

Ⅲ 機会費用

政府出資等の機会費用 53,936,135 53,936,135

Ⅳ 行政サービス実施コスト 51,904,680

（注） 国民一人当たりの行政サービス実施コスト 0.4 円

※平成17年国勢調査の確定人口 127,767,994人（平成18年10月31日官報告示）を用いて算出

科 目 金 額



重要な会計方針

当事業年度より、改訂後の独立行政法人会計基準を適用して、財務諸表等を作成しております。

１．減価償却の会計処理方法

(1) 有形固定資産

定額法を採用しております。

なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。

建 物 15年

車 両 運 搬 具 ６年

工具器具備品 ５年 ～ 15年

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（５年）に

基づいております。

２．引当金の計上基準

(1) 賞与引当金

役職員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当期に負担すべ

き額を計上しております。

(2) 退職給付引当金

役職員の退職給付に備えるため、当該事業年度末における退職給付債務及び年金資産の

見込額に基づき計上しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生年度における職員の平均残存勤務期間内の一定

年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理す

ることとしております。

なお、当基金は職員数３００人未満につき、退職給付債務のうち、退職一時金に係る債

務については、自己都合退職による期末要支給額によっております。

３．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法

政府出資又は地方公共団体出資等の機会費用の計算に使用した利率

１０年利付国債の平成２３年３月末利回りを参考に１．２５５％で計算しております。

４．リース取引の処理方法

リース料総額が３００万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理によっております。

リース料総額が３００万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理によっております。



５．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

注記事項

１．キャッシュ・フロー計算書関係

(1) キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金及び要求払預金

(2) 資金の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 ………………… 29,918,808円

資金 …………………………… 29,918,808円

２．行政サービス実施コスト計算書関係

引当外退職給付増加見積額の計上方法

国からの出向職員に対しては、当期在職期間における退職手当の増加額を計上しており

ます。

３．採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として、役員については役員退職手当支給規程、職員については職員退

職手当支給規程による退職一時金制度を、また、役員及び職員に対して厚生年金基金制度を

設けております。

(1) 退職給付債務

退職給付債務

役員の退職一時金（簡便法） 1,739,791円

職員の退職一時金（簡便法） 37,285,378円

厚生年金基金（原則法） 70,832,212円

退職給付債務 計 109,857,381円

未認識数理計算上の差異 △ 5,594,096円

年金資産（厚生年金基金） △ 30,028,274円

退職給付引当金 74,235,011円

(2) 退職給付費用

勤務費用

役員の退職一時金（簡便法） 423,026円

職員の退職一時金（簡便法） 2,732,118円

厚生年金基金 781,610円

勤務費用 計 3,936,754円



利息費用 1,444,000円

期待運用収益 △ 665,000円

未認識数理計算上の差異（費用）の処理額 240,836円

従業員拠出額 △ 660,146円

合計 4,296,444円

(3) 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項（厚生年金基金のみ対象）

ア 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

イ 割引率 ２．０％

ウ 期待運用収益率 ２．０％

エ 未認識数理計算上の差異の処理年数 発生の翌事業年度から定額法により処理（５年）

４．減損損失

(1) 減損を認識した固定資産の種類、帳簿価額等の概要

種 類 1回線当たり帳簿価額 回 線 数 帳簿価額

電話加入権 13,000円 3回線 39,000円

(2) 減損の認識に至った経緯

市場価格が下落している状況にあるため。

(3) 損益計算書における計上金額

帳簿価額が回収可能サービス価額を上回らないため、減損額は計上しません。

(4) 回収可能サービス価額の概要

ＮＴＴ東日本の公定価格37,800円（１回線当たり）を再調達価額とした使用価値相当額

が正味売却価額（6千円）を上回るため、使用価値相当額（113.4千円）を回収可能サービ

ス価額としました。

５．金融商品関係

(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

漁業災害補償関係勘定は、漁業者が被る不慮の災害による損失に対し、漁業共済団体が

支払う共済金等に必要な資金の貸付を行っております。この業務を実施するため、政府及

び政府以外の者からの出資の受入れ、必要に応じて金融機関からの借入により資金を調達

しております。

当勘定が保有する有価証券は、独立行政法人通則法第47条の規定等に基づき、譲渡性預

金で運用し、株式等は保有しておりません。

② 金融商品の内容及びそのリスク

当勘定が保有する金融資産は、主として貸付金や有価証券であります。

貸付金は、公的団体に対する貸付金であること等から、契約不履行によってもたらされ

る信用リスクは僅少であります。有価証券は、譲渡性預金であり、満期保有目的で保有し

ております。これは、発行体の信用リスクや金利の変動リスクに晒されております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制

ア 信用リスクの管理



当基金は、毎事業年度末日において保有する資産について、資産査定を実施しており

ます。当基金の資産査定実施要領に従い、担当部署において資産査定の案を作成し、監

理室においてこれを検証し、資産査定の案及び検証結果を踏まえて、理事長が決定する

こととしております。

貸付金については、資産査定において貸付先の財務状況等により返済能力を判断して

おります。

有価証券の発行体の信用リスクに関しては、資産査定の他に、余裕金管理運用要領に

従い、格付けの把握を定期的に行い、関係者に報告するとともに、定期的に余裕金運用

委員会を開催し、審議・報告を行っております。

イ 市場リスクの管理

貸付金の利率については、主務大臣より認可された業務方法書等により定められた方

法により利率を決定しております。

有価証券の運用利回りや含み損益の状況については、余裕金管理運用要領に従い、定

期的に関係者に報告するとともに、著しい下落があった場合には余裕金運用委員会で対

応措置を検討しております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりま

せん（（注２）参照）。

（単位：百万円）

貸借対照表 時価（＊） 差額（＊）

計上額（＊）

(1) 現金及び預金 29 29 －

(2) 有価証券

譲渡性預金 1,730 1,730 －

(3) 短期貸付金 4,105

貸倒引当金 －

4,105 4,105 －

（＊）単位未満を切り捨てて記載しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券等に関する事項

(1) 現金及び預金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳

簿価額によっております。

(2) 有価証券

有価証券は譲渡性預金であり、これについては短期間（１年以内）で決済されるた

め、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(3) 短期貸付金

短期貸付金については短期間（１年以内）で決済されるため、時価は帳簿価額にほ

ぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。



（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

長期貸付金（貸借対照表計上額200百万円）については、「独立行政法人農林漁業信

用基金の農業災害補償関係業務及び漁業災害補償関係業務に関する業務方法書（農林

水産省指令15経営第3385号認可）」附則第２条において、償還期限の定めがなく貸し

付けることが規定されていることから、将来キャッシュ・フローを見積もることがで

きず、時価を算定することが極めて困難と認められるため、上表には含めておりませ

ん。

重要な債務負担行為

該当する事項はありません。

重要な後発事象

該当する事項はありません。



独立行政法人農林漁業信用基金 漁業災害補償関係勘定

附属明細書

１．固定資産の取得及び処分並びに減価償却費の明細

（単位：円）
減価償却累計額

（注）投資その他の資産以外については、自己収入による財源で取得しております。

２．有価証券の明細

流動資産として計上された有価証券
（単位：円）

３．長期貸付金の明細

（単位：円）

その他の長期貸付金

特別貸付金 - - -

４．引当金の明細

（単位：円）

賞与引当金 -

５．貸付金等に対する貸倒引当金の明細

（単位：円）

短期貸付金

一般債権

貸倒懸念債権

破産更生債権

長期貸付金

一般債権

貸倒懸念債権

破産更生債権

６．退職給付引当金の明細

（単位：円）
区 分

退職給付債務合計

退職一時金に係る債務

厚生年金基金に係る債務

整理資源負担金に係る債務

恩給負担金に係る債務

年金資産

退職給付引当金

- - -
非 償 却 資 産

計 - - - -

-

有 形 固 定 資 産

建 物 1,012,555

有 形 固 定 資 産

資産の種類 期首残高

（ 償 却 費 損 益 内 ） 工具器具備品 3,740,665

当期増加額 当期減少額 期末残高
差 引 当 期 末

- - 1,012,555 641,654

22,035 122,737

1,418,818 413,325 1,431,083

23,871

摘 要
当期償却額 残 高

370,901 60,146

車 両 運 搬 具 146,608 - - 146,608

- 890,764 2,849,901

- -- -

計 4,899,828 - 890,764 4,009,064

60,146

-

1,813,590 495,506 2,195,474

有 形 固 定 資 産 該 当 な し - - -

建 物 1,012,555 - - 1,012,555

（ 償 却 費 損 益 外 ） 計 - - - - -

該 当 な し - - - - -

- -

合 計 工具器具備品 3,740,665 - 890,764 2,849,901

車 両 運 搬 具 146,608 - - 146,608 23,871 22,035 122,737

370,901

1,418,818 413,325 1,431,083

641,654

427,803 138,747 265,930

電 話 加 入 権 39,000 - - 39,000 - 39,000

計 4,899,828 - 890,764 4,009,064 1,813,590 495,506 2,195,474

無 形 固 定 資 産

ソフトウェア 693,733 - - 693,733

計 732,733 - 138,747 304,930

投資有価証券 - - - -

-

長 期 貸 付 金 200,000,000 - - 200,000,000 -

732,733 427,803-

- 817,320

摘 要

- - -

200,000,000-

敷金・保証金 817,320 - - 817,320 -

銘 柄 取得価額 時 価 貸借対照表計上額

投 資 そ の 他 の 資 産

計 200,817,320 - -

- -

200,817,320 - - 200,817,320

当期損益に含まれた

評 価 損 益

譲渡性預金 1,730,000,000 1,730,000,000 1,730,000,000

売 買 目 的

有 価 証 券 該当なし - -

券面総額 貸借対照表計上額 摘 要

目 的 債 券

計 - - - -

種類及び銘柄 取得価額

計 1,730,000,000 1,730,000,000 1,730,000,000 -

-

貸 借 対 照 表

計 上 額 合 計

当期減少額
摘 要

回収額 償却額

計

区 分 期首残高 当期増加額

200,000,000 200,000,000

摘 要
目的使用 その他

- - 該当なし

区 分 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高

期末残高

関係会社長期貸付金 - - -

計

2,645,750 2,804,645 2,645,750 2,804,645

200,000,000 - - - 200,000,000

2,645,750 2,804,645 2,645,750 - 2,804,645

区 分
貸付金等の残高 貸倒引当金の残高

摘 要
期首残高 当期増減額 期末残高 期首残高 当期増減額 期末残高

3,558,282,000 547,560,000 4,105,842,000 - - -

3,558,282,000 547,560,000 4,105,842,000 - - -

- - - - - -

- - - - - -

200,000,000 - 200,000,000 - - -

200,000,000 - 200,000,000 - - -

- - - - - -

- - - - - -

3,758,282,000 547,560,000 4,305,842,000 - - -

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘 要

108,394,274 5,979,982 4,516,875 109,857,381

36,192,514 3,155,144 322,489 39,025,169

72,201,760 2,824,838 4,194,386 70,832,212

- - - -

- - - -
未認識過去勤務債務及び未認識数理計算上の差異 △3,341,555 △2,252,541 - △5,594,096

△33,264,840 569,003 △2,667,563 △30,028,274

71,787,879 4,296,444 1,849,312 74,235,011

計

当期費用に含まれた

評 価 差 額満 期 保 有

1,730,000,000



７．資本金及び資本剰余金の明細

（単位：円）
区 分

計

８．積立金の明細

（単位：円）
区 分

前中期目標期間繰越積立金

(注) 通則法第44条第1項積立金の当期増加額は、21事業年度利益処分額であります。

９．役員及び職員の給与の明細
（単位：千円、人）

報酬又は給与 退 職 手 当

(-) (-)

9 1

(1) (-)

24 -

(1) (-)

33 1

※注記事項

１．単位未満を切り捨てて記載しております。

２．支給額については、漁業災害補償関係勘定の負担額を計上しております。

３．役員に対する支給の基準は、独立行政法人農林漁業信用基金役員給与規程及び役員退職手当支給規程により定めております。

また、 職員に対する支給の基準は、独立行政法人農林漁業信用基金職員給与規程及び職員退職手当支給規程に定めております。

４．報酬又は給与の支給人員は、12ヶ月間の平均人数を記載しております。

５．（ ）内は非常勤の職員を外数で記載し、 支給人員は、12ヶ月間の平均人数を記載しております。

６．中期計画における人件費は、報酬又は給与、法定福利費並びに賞与引当金繰入又は退職給付引当金繰入であり、附属明細書に

おける報酬又は給与は、役員報酬、給与及び手当並びに賞与引当金の目的使用であり、退職手当は、退職一時金に係る退職給付

引当金の目的使用であります。

７．なお、損益計算書に基づく支出額（及び支給人員）は、報酬又は給与にあっては、役員5,889千円(9人)、職員27,000千円(24人)、

及び非常勤職員194千円(1人)、退職手当にあっては、役員322千円（1人）であります。

10．上記以外の主な資産、負債、費用及び収益の明細

(1) 現金及び預金
（単位：円）

現金

普通預金 農林中央金庫他２行

(2) 前払費用
（単位：円）

事務室管理料等（平成23年4月分） コープビル管理会

人事システム再リース料（平成23年度分） 東銀リース(株)

通勤手当

(3) 未収収益
（単位：円）

全国漁業共済組合連合会

有価証券利息

譲渡性預金 住友信託銀行他２行

(4) 短期貸付金
（単位：円）

(5) その他の流動資産

（単位：円）

立替金（雇用保険料職員負担分） 東京労働基準局

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘 要

資 本 金 政 府 出 資 金 2,860,000,000 - - 2,860,000,000
地 方 公 共 団 体 出 資 金 1,437,700,000 - - 1,437,700,000
民 間 出 資 金 1,523,200,000 - - 1,523,200,000

5,820,900,000 - - 5,820,900,000
資 本 剰 余 金 資 本 剰 余 金 - - - -

- - - -
損 益 外 減 価 償 却 累 計 額 - - - -

- -
特 別 出 え ん 金 - - - -

- -

- - - -

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

20,441,002 - 43,190,225

計

通則法第４４条第１項積立金

145,889,770

22,749,223

6,298 322

- - 145,889,770

-168,638,993 20,441,002

職 員
(194) (-)

29,266

区 分
支 給 額 支給人員 支 給 額

役 員
(-)

4,105,842,000

区 分 金 額

921,620

合 計 21,123,732

4,105,842,000

合 計

54,501

合 計 54,501

区 分

合 計 29,918,808

120,358

(194) (-)

35,564

金 額

区 分 金 額 摘 要

13,947

29,904,861

役職員

区 分

全国漁業共済組合連合会

摘 要

摘 要

330,574

金 額

区 分 金 額 摘 要

貸付金利息

貸付金

差引計

計

-

322

支給人員

(-)

摘 要

短期貸付金

政 府 交 付 金

189,079,995

2,520

合 計

20,202,112

453,452

合 計

当期積立額 20,441,002

摘 要



(6) 未払費用
（単位：円）

職員

農林水産関係法人健康保険組合他

業務管理費（平成23年3月分後納郵便料） 郵便事業(株)

事務諸費（平成23年3月分後納郵便料等） 郵便事業(株)他

(7) リース債務（短期）
（単位：円）

１年以内返済予定リース債務

電話機他一式 東銀リース(株)

11．開示すべきセグメント情報

当勘定は、単一セグメントによって事業を行っているため開示すべきセグメント情報はありません。

745,416

金 額区 分

21,311

区 分

合 計

摘 要

職員給与（平成23年3月分時間外勤務手当） 6,581

社会保険料負担金（平成23年3月分健康保険料等）

合 計 21,311

400

31,747

金 額 摘 要

706,688


